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1｜居合道八段合格インタビュー

居合道八段に見事合格された馬場清治先生にインタ

ビューいたしました。

まずは馬場先生、合格おめでとうございます。

今回の審査、112 人受審して、わずか５名合格率 4.5%

ででの突破ということですが、ご感想はいかがでしょ

う。

今回は合格人数も多くてここコロナになってからは、
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2 人や 1 人とかの時もありましたが、今回合格者に名

を連ねることができてよかったです。

さて難関の審査に合格するために、具体的にどのよう

な準備をしましたか？

会場で抜刀での稽古ができないのを見据えて、いきな

り一本めから抜く稽古をしました。集中し、タイムを

計測しながら、刀礼から技にと・・・。

難関審査を受ける上で最も困難だった課題や障壁は

何でしたか？それに対してどのように対処しました

か？

個人的な課題は丸く柔らかくかつピリッと大きく伸

びやかに！です。

一人稽古でとにかく集中することしか、解決策はない

と自分を信じて稽古に励みました。

どのように自身をモチベーションづけましたか？

もちろん審査に受かりたい、八段に受かりたい一心で

した！
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3｜居合道八段合格インタビュー

合格するために最も時間を費やした事柄は何でした

か？その課題を克服するためにどのような稽古方法を

用いましたか？

とにかく師匠に言われていることができないのが悔

しくて、ご指導いただいて、できないことをできるよ

うしてやろうと集中しました。

課題は徹底的に磨き、できていないことをできるよう

にして、特に言われていないことは今まで通りさらに

磨き、の繰り返しでした。

当日の直前の不安や審査中の「あ、これが！」という

ような迷いのようなものはありましたか？

それが不思議なことに何もなかったんですよ。

無心！

指定技を間違えないように、時間内に終わるようにと

思っていただけでした。

合格を勝ち取った瞬間の感想を教えてください。

番号を見た時は一瞬凝視しました。本当に自分の番号
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だったのか何度も確認しました。この番号、自分の番

号だったよね・・・と。

他の人々に合格するためのアドバイスをするとした

ら、どのようなことを伝えますか？

まずはブレない！上下左右前後ブレないことと、無駄

な動きをしない事。

今後への意気込みなどについて教えてください。

さらに精進して、技だけでなく、人間的にも、師匠に

近づけるように、いつか追いつけるように精進します。

斯道の発展のために全力を尽くします。 

＊今回は特集号として「はじめに」はお休みさせていただきました。
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6 月・7 月の予定
6 月　4 日  福岡県居合道講習会及び称号講習会・級審査 福剣連
          福岡市総合体育館武道場
 　　10 日 　　 （公社）福岡県剣道連盟　「総会」  福剣連 福岡サンパレス
7 月 1・2 日  居合道中央・地区講習会   全剣連 高知県
  9 日  第 56 回福岡県居合道大会   福剣連 福岡武道館
  21 日  居合道段位審査会（六段・七段）  全剣連 栃木県
 22 ～ 23 日  居合道中央・地区講習会   全剣連 栃木県

　居合道部の総会も終わり、広報としても色々承認していただいた。
　また、アフターコロナの温めていた新会員獲得の企画も動き出しました。
　居合道初心者体験教室、毎年小学生の少年からご年配の方まで参加していただき、楽しさを体験して
いただいております。
　近年では女性の参加者も増えて、去年の特筆はまさに、秋に級審査を受信し、3 月の終講の時には初
段を取った女性がおられた。前例のない快挙でした。（指導の先生が、それなりに実力があると判断され、
直談判されたようです。いい前例だと感心しました。）
　いつも、一番最初に体験してみませんか？とお誘いして、広報委員が同行するのですがその際に、切
りが素直でキレイだなという印象がありました。何かスポーツ経験は？と聞くと少年時代に少しだけ剣
道を習っていたとのこと。しかし通常参加を希望される方とスタートは大差なかったのですが熱心に稽
古されたのだと審査時に拝見して分かりました。

　熱心に取り組めば道は開ける！いい例だと思います。確かに武道なのである一定の厳格さはあります。
まだ下手なのに、実力不足なのに「受審しなさい」というような無理をいうようなことはございません。
しかし、前向きに進めば、先生方は、前から引っ張り、後ろから押し上げ、できなかったことが必ずで
きるようになります。
全日本剣道連盟制定　居合は、「勝つ」と書いてあります。勝つ為の練習をしているのではなく、稽古を
しているその瞬間すでに勝っているのです。
　みなさんも勝ち癖を稽古してみられませんか？

「居合道初心者体験教室」

編集後記

＊個人の見解です


